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中
国
研
究
集
刊 

巨
号
（
総
五
十
七
号
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

一
○
○
︱
一
一
五
頁

岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
の
思
想
史
的
位
置

湯
浅
邦
弘

序　
　

言

『
晏
子
春
秋
』
内
篇
雑
下
に
は
、
春
秋
時
代
に
お
け
る
占
夢
者

お
よ
び
占
夢
書
の
存
在
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
故
事
が
見
え

る
（
注
1
）
。
そ
こ
か
ら
は
、
当
時
、
斉
の
君
主
の
も
と
に
、
お
抱
え

の
占
夢
者
が
お
り
、
原
則
と
し
て
占
夢
書
を
参
照
し
つ
つ
占
断
を

下
す
、
と
い
う
状
況
が
看
取
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
占
夢
書
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
文
献
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

ま
と
ま
っ
た
占
夢
書
と
し
て
は
、
敦
煌
本
『
新
集
周
公
解
夢
書
』

が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
遙
か
に
時
代
が
下
る
資
料
で
あ
り
、
ま

た
、
各
種
の
類
書
に
採
録
さ
れ
た
占
夢
書
の
記
述
も
断
片
的
な
も

の
に
過
ぎ
な
い
（
注
2
）
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
中
国
湖
南
省
の
岳
麓
書
院
が
入
手
し

た
秦
簡
『
占
夢
書
』
は
、
遅
く
と
も
秦
代
に
お
け
る
占
夢
書
の
実

態
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
岳
麓

秦
簡
『
占
夢
書
』
の
構
造
と
占
夢
法
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
の
思
想

史
的
位
置
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
概
要

二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
香
港
に
流
出
し

て
い
た
秦
簡
（
出
土
地
不
明
）
を
緊
急
購
入
し
た
。
大
小
八
箱
に

入
っ
て
い
た
竹
簡
は
ラ
ッ
プ
で
包
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
総
数
は
、

二
一
〇
〇
枚
（
ほ
ぼ
完
整
な
も
の
は
一
三
〇
〇
余
枚
）。
ま
た
、

二
〇
〇
八
年
八
月
、
香
港
の
収
蔵
家
が
購
得
し
て
い
た
竹
簡
七
十

六
枚
（
ほ
ぼ
完
整
な
も
の
は
三
十
余
枚
）
が
岳
麓
書
院
に
寄
贈
さ
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れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
岳
麓
秦
簡
の
総
数
は
二
一
七
六
簡
と
な
っ

た
。
岳
麓
書
院
が
購
入
し
た
竹
簡
と
、
収
蔵
家
が
寄
贈
し
た
竹
簡

は
、
形
制
や
書
体
・
内
容
な
ど
が
酷
似
し
て
お
り
、
同
一
の
出
土

簡
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
岳
麓
秦
簡
の
大
半
は
、
竹
簡

で
あ
る
が
、
三
十
余
枚
の
木
簡
も
あ
る
。

こ
の
岳
麓
秦
簡
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
陳
松
長
「
岳
麓
書
院
所
蔵

秦
簡
綜
述
」（『
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
三
期
）
が
、
そ
の
入
手
状

況
や
各
篇
の
概
説
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
朱
漢
民
・
陳
松
長
主

編
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
壹
〕』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇

年
十
二
月
）
が
刊
行
さ
れ
、
岳
麓
秦
簡
の
内
、『
質
日
』『
為
吏
治

官
及
黔
首
』『
占
夢
書
』
の
三
文
献
に
関
す
る
図
版
（
カ
ラ
ー
図

版
お
よ
び
赤
外
線
図
版
）
と
釈
文
が
公
開
さ
れ
た
。
岳
麓
秦
簡
の

全
容
は
、
全
六
分
冊
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
る
と
い
う
。

本
稿
で
取
り
扱
う
『
占
夢
書
』
は
、
そ
の
第
一
分
冊
に
収
録
さ

れ
て
い
る
古
逸
書
で
あ
る
。
以
下
、『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
壹
〕』

の
解
説
を
手
が
か
り
に
、
岳
麓
秦
簡
の
概
要
を
以
下
に
整
理
し
て

み
た
い
。

竹
簡
は
簡
長
に
よ
り
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
①
三
十
㎝
前
後
、

②
二
十
七
㎝
前
後
、
③
二
十
五
㎝
前
後
、
の
三
種
で
あ
る
。
幅
は

五
～
八
㎜
。
編
綫
は
二
種
で
、
三
道
編
綫
の
も
の
と
、
両
道
編
綫

の
も
の
が
あ
る
。
編
綫
痕
と
文
字
と
の
関
係
か
ら
、
①
筆
写
し
た

後
に
編
輟
し
た
も
の
、
②
先
に
編
輟
し
て
か
ら
筆
写
し
た
も
の
、

に
大
別
さ
れ
る
。

文
字
は
竹
黄
面
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
背
面
に
篇
題
と
思
わ
れ

る
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
第
一
分
冊
所
収
の
資
料

の
一
つ
『
質
日
』（
暦
譜
）
に
、「
秦
始
皇
二
十
七
年
」、「
三
十
四

年
」、「
三
十
五
年
」
と
い
う
紀
年
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
成

書
年
代
の
下
限
は
、
始
皇
帝
三
十
五
年
（
前
二
一
二
）
頃
と
推
測

さ
れ
る
。

ま
た
、
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
と
類
似
し
た
秦
の
律
令
や
役
人
の
た

め
の
手
引
き
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岳
麓
秦
簡
の
墓
主

に
つ
い
て
も
、
治
獄
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
基
礎
整
理
の
結
果
、
岳
麓
秦
簡
は
次
の
七
部
に
大
別

さ
れ
た
。

（
一
）『
質
日
』

（
二
）『
為
吏
治
官
及
黔
首
』

（
三
）『
占
夢
書
』

（
四
）『
数
』
書

（
五
）『
奏
讞
書
』

（
六
）『
秦
律
雑
抄
』

（
七
）『
秦
令
雑
抄
』

こ
の
う
ち
、『
質
日
』『
為
吏
治
官
及
黔
首
』『
数
』
書
は
竹
簡

背
面
に
篇
題
が
あ
る
。
そ
の
他
は
編
者
に
よ
る
仮
題
で
あ
る
。
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二
、『
占
夢
書
』
の
概
要
と
研
究
課
題

次
に
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
の
概
要
を
ま
と
め
る
。

整
理
者
は
陳
松
長
氏
。
竹
簡
枚
数
は
四
十
八
枚
。
簡
長
は
約
三

十
㎝
。
三
道
編
綫
。

筆
写
方
式
は
二
種
あ
り
、
①
分
段
筆
写
せ
ず
、
占
夢
理
論
を
説

く
も
の
五
枚
（
図
１
参
照
）。
②
二
段
筆
写
で
、
夢
象
と
占
断
を

記
す
も
の
四
十
三
枚
（
図
２
参
照
）。

こ
の
『
占
夢
書
』
に
つ
い
て
、
整
理
者
の
陳
松
長
氏
は
、
現
時

点
で
は
最
古
の
占
夢
書
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
、

『
占
夢
書
』
全
体
の
構
造
や
そ
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
論
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
課
題

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
こ
の
文
献
を
中
国
現
存
最
古
の
占
夢
書
と
考
え
て
良
い

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
『
黄
帝
長
柳
占

夢
』
十
一
巻
、『
甘
徳
長
柳
占
夢
』
二
十
巻
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
す
で
に
『
隋
書
』
経
籍
志
中
に
は
見
ら
れ
ず
、
早
く
に
散

逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
占
夢
書
』
が
秦
簡
で
あ
る
以

上
、
最
古
と
い
う
評
価
に
は
間
違
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
確

認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
日
書
」
と

の
関
係
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
で
発
見

さ
れ
た
秦
簡
は
、
岳
麓
秦
簡
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
筆
写
物
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、「
日
書
」
の
中
に
も
、
占
夢
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

両
者
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
は
、
竹
簡
の
配
列
で
あ
る
。
近
年
、
竹
簡
の
配
列
に
つ
い

図
１　
『
占
夢
書
』
第
一
簡
（
満
写
簡
）

図
２　
『
占
夢
書
』
第
九
簡
（
二
段
筆
写
）
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て
は
、
竹
簡
背
面
の
劃
痕
や
墨
線
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
北
京
大

学
蔵
戦
国
竹
書
で
は
、
劃
痕
が
竹
簡
配
列
の
有
力
な
手
が
か
り
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
（
注
3
）
。
こ
の
岳
麓
秦
簡
に
は
、
劃
痕
や
墨
線
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、竹
簡
の
配
列
に
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

第
四
は
、
二
段
筆
写
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
読
み
方
で
あ
る
。
上

下
二
段
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
読
め

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
出
土
資
料
に
お
け
る
段
組
筆
写
の
先
例
と

し
て
は
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
が
あ
る
。
こ
れ
と
の

関
係
に
も
留
意
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
五
は
、
占
夢
の
記
述
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
敦
煌
本
『
新
集
周

公
解
夢
書
』
に
は
、
夢
象
お
よ
び
占
断
が
整
然
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
『
占
夢
書
』
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
五
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
章
で
順
次
検
討
し
た
い
。

三
、『
占
夢
書
』
の
構
成
と
文
献
的
性
格

ま
ず
、
第
一
と
第
二
の
問
題
を
一
括
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

先
述
し
た
通
り
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
、『
黄
帝
長
柳
占
夢
』『
甘

徳
長
柳
占
夢
』
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
現
存
し
な

い
。
ま
た
、『
晏
子
春
秋
』
に
は
、
当
時
、
占
夢
者
が
占
夢
書
を

参
照
し
て
占
断
を
下
し
て
い
た
ら
し
い
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
だ

け
大
部
の
ま
と
ま
っ
た
古
代
の
占
夢
書
が
発
見
さ
れ
た
の
は
初
め

て
で
あ
る
。
現
存
最
古
の
占
夢
書
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
日
書
」
の
中
に
、
一
部
「
占
夢
」

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。「
日
書
」
甲
種
に
は
、

「
夢
」
の
標
題
が
あ
り
、
悪
夢
を
見
た
際
に
、
そ
れ
を
祓
う
た
め

の
呪
文
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
4
）
。

人
有
惡
夢
、
覺
、
乃
釋
髮
西
北
面
坐
、
禱
之
曰
、「
皋
。
敢

告
爾
［
犭
＋
今
］［
立
＋
奇
］。
某
、
有
惡
夢
、
走
歸
［
犭
＋

今
］［
立
＋
奇
］
之
所
。［
犭
＋
今
］［
立
＋
奇
］
強
飲
強
食
、

賜
某
大
幅
（
富
）、
非
錢
乃
布
、
非
繭
乃
絮
」。
則
止
矣
。

ま
た
同
・
乙
種
に
も
「
夢
」
の
標
題
が
あ
り
、「
甲
乙
夢
被
黑

裘
衣
寇
〈
冠
〉、
喜
、
人
〈
入
〉
水
中
及
谷
、
得
也
」「
丙
丁
夢

□
、
喜
也
、
木
金
得
也
」「
戊
已
夢
黑
、
吉
、
得
喜
也
」
の
よ
う

に
、
十
干
で
表
示
し
た
日
の
夢
の
吉
凶
に
つ
い
て
記
す
も
の
が
五

条
、
お
よ
び
悪
夢
を
払
う
呪
文
一
条
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
や
敦
煌
本
『
新
集

周
公
解
夢
書
』
に
比
べ
る
と
、
き
わ
め
て
断
片
的
な
記
述
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
占
夢
書
と
断
定
す
る
に
は
大
い
に

躊
躇
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
漢
代
で
は
、
武
威
漢
簡
の
卜
筮
類
木
簡
十
一
簡
の
中

に
、「
夢
書
之
類
」
と
仮
称
さ
れ
た
二
本
の
木
簡
が
あ
る
が
、
こ

れ
も
、「
占
夢
書
」
と
い
う
ほ
ど
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
も
の
で
は
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な
く
、
む
し
ろ
「
日
書
」
の
「
夢
」
に
近
い
性
格
の
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

従
っ
て
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
は
現
時
点
で
は
、
や
は
り
現

存
最
古
の
占
夢
書
と
評
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
第
三
の
竹
簡
の
配
列
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ

う
。
整
理
者
の
陳
松
長
氏
は
、
敦
煌
本
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
な

ど
を
参
考
に
し
て
、
占
夢
書
の
体
例
を
想
定
し
、
ま
ず
段
組
筆
写

さ
れ
て
い
な
い
五
簡
を
序
論
と
し
て
先
頭
に
配
置
し
た
後
、
第
六

簡
以
降
最
終
簡
ま
で
を
、
具
体
的
な
占
断
を
記
す
竹
簡
と
し
て
配

列
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、『
占
夢
書
』
に
は
、
文
脈
を
と
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
り
、

こ
の
竹
簡
配
列
が
客
観
的
根
拠
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
は
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
や
や
疑
問
が
持
た
れ
る
。
竹
簡
配
列
を
検
討
す
る

際
に
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
し
て
劃
痕
・
墨
線
が
あ
る

が
、『
占
夢
書
』
は
、
竹
簡
背
面
に
劃
痕
・
墨
線
は
認
め
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
配
列
を
決
め
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
夏
に
岳
麓
書
院
を

訪
問
し
、
岳
麓
秦
簡
を
拝
見
し
つ
つ
陳
松
長
氏
に
直
接
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
に
は
、
劃
痕
・
墨
線
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
と
の
回
答
を
得
た
。
そ
し
て
、
分
段
筆
写
し
て
い
な

い
竹
簡
五
枚
を
先
に
配
列
し
、
二
段
組
で
筆
写
し
て
い
る
竹
簡
を

後
に
配
列
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
分
段
筆
写
し
て
い
な
い
五

本
の
竹
簡
を
先
に
置
け
ば
、
序
（
概
説
）
に
相
当
し
、
後
に
置
く

と
結
論
（
総
括
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
中
国
の
文
書
の
慣
例

か
ら
す
る
と
、
序
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
そ
の

五
枚
を
先
に
配
置
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
残
り
四
十

三
枚
に
つ
い
て
は
、
敦
煌
本
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
が
、
お
お
む

ね
「
天
」「
地
」「
人
」
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
し

て
配
列
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
注
5
）
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
四
十
八
枚
の
竹
簡
配
列
に
つ
い
て
は
、

な
お
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
ず
、
現
時
点
で
は
、
あ
く
ま
で
仮
配

列
と
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
、
第
四
の
問
題
で
あ
る
二
段
組
筆
写
の
簡
の
読
み
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
二
段
組
で
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
は
、
ま

ず
上
段
を
右
か
ら
左
に
読
み
、
そ
の
後
、
下
段
を
右
か
ら
左
に
読

む
と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
仮
に
横
断
式
の
読

み
と
称
し
て
お
く
。
ち
な
み
に
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」

は
五
段
組
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
同
「
日
書
」
に
も
、
二
段
・
三

段
・
六
段
の
筆
写
が
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
内
容

の
連
続
性
か
ら
考
え
て
、
横
断
式
の
読
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
く
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
整
理
小
組
も
そ
の
よ
う
に
釈
読
し
て

い
る
。

そ
れ
で
は
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
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論
を
先
に
言
え
ば
、
そ
の
読
み
は
、
や
は
り
横
断
式
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
横
断
式
で
は
な
く
、
同
一
竹
簡
の
上
段
か
ら
下
段
へ
と

読
ま
せ
る
体
裁
だ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
例

え
ば
、
次
の
竹
簡
に
は
、
上
下
段
に
意
味
の
連
続
性
が
全
く
見
ら

れ
な
い
（
注
6
）
。

（
第
六
簡
）

〈
上
〉
春
夢
飛
登
丘
陵
、
縁
木
生
長
燔
（
繁
）
華
、
吉
。　

〈
下
〉
夢
偽

〓
（
為
人
）
丈
、
勞
心
。

（
第
七
簡
）

〈
上
〉
夢
天
雨
□
（
注
7
）
、
歳
大
襄
（
穣
）。

〈
下
〉
吏
夢
企
匕
（
上
）、
其
占
□
□

（
第
三
十
九
簡
）

〈
上
〉
夢
衣
新
衣
乃
傷
於
兵
。

〈
下
〉
夢
見
熊
者
、
見
官
長
。

（
第
四
十
簡
）

〈
上
〉
夢
見
飲
酒
、
不
出
三
日
必
有
雨
。

〈
下
〉
夢
見

者
、
袈
君
為
祟
。

こ
れ
ら
は
一
例
で
あ
り
、『
占
夢
書
』
に
は
、
基
本
的
に
、
同

一
竹
簡
を
上
か
ら
下
へ
と
読
む
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

但
し
、
第
四
十
簡
下
段
以
降
、
第
四
十
六
簡
上
段
ま
で
は
、
上

段
と
下
段
と
も
に
す
べ
て
鬼
神
・
神
名
が
登
場
す
る
と
い
う
共
通

点
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
竹
簡
を
上
か
ら
下
へ
と
読
ま
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
分
段
筆
写
す
る
必
然
性
が
よ

く
分
か
ら
な
い
。
も
し
、
占
断
ご
と
の
区
切
り
を
明
確
に
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
出
土
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
墨

釘
・
墨
鉤
・
墨
節
な
ど
の
区
切
り
記
号
を
打
つ
と
い
う
方
法
で
も

良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
上
か
ら
下
へ
と
い
う
読
み
に
は
、
や
や

疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
横
断
式
の
読
み
方
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

ま
ず
、
第
九
簡
上
段
と
十
簡
下
段
は
、
と
も
に
「
亡
」
と
い
う

内
容
上
の
共
通
点
を
持
つ
。

（
第
九
簡
）

〈
上
〉
春
夏
夢
亡
上
者
、
兇
。

（
第
十
簡
）

〈
上
〉
夢
亡
下
者
、
吉
。

同
様
に
、
第
三
十
一
簡
上
段
と
、
第
三
十
二
簡
上
段
も
、「
灑

人
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

（
第
三
十
一
簡
）

〈
上
〉
夢
以
弱
（
溺
）
灑
人
、
得
其
亡
奴
婢
。

（
第
三
十
二
簡
）

〈
上
〉
夢
以
泣
灑
人
、
得
其
亡
子
。
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ま
た
、
第
四
十
一
簡
上
段
と
第
四
十
二
簡
上
段
に
は
、「
羊
」

「
犬
」
と
い
う
動
物
名
が
連
続
す
る
と
と
も
に
、「
傷
」「
行
」
と

い
っ
た
神
名
も
連
続
す
る
。

（
第
四
十
一
簡
）

〈
上
〉
夢
見
羊
者
、
殤
（
傷
）
欲
食
。

（
第
四
十
二
簡
）

〈
上
〉［
夢
］
見
犬
者
、
行
欲
食
。

以
上
は
上
段
同
士
の
連
続
性
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
、
下

段
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
次
の
第
十
八
簡
下
段
と
第
十
九
簡
下
段

は
、「
蛇
」
が
共
通
す
る
。

（
第
十
八
簡
）

〈
下
〉�

夢
蛇
入
人
口
、
甧怘
（
舌
）
不
出
、
丈
夫
為
祝
、
女
子
為

巫
。

（
第
十
九
簡
）

〈
下
〉�

夢
蛇
則
［
封
＋
虫
］（
蜂
）
蠆
赫
（
螫
）
之
、
有
芮

（
退
）
者
。

ま
た
、
第
三
十
一
簡
下
段
と
第
三
十
二
簡
下
段
は
、「
桃
」「
李
」

と
い
う
類
似
性
が
う
か
が
え
る
。

（
第
三
十
一
簡
）

〈
下
〉
夢
見
桃
、
為
有
苛
憂
。

（
第
三
十
二
簡
）

〈
下
〉
夢
見
李
、
為
復
故
吏
。

更
に
、
第
三
十
七
簡
か
ら
第
四
十
簡
ま
で
は
、
下
段
に
「
衆

羊
」「
虎
豹
」「
熊
」「

」
と
い
う
動
物
の
夢
が
連
続
す
る
。

（
第
三
十
七
簡
）

〈
下
〉
夢
見
衆
羊
、
有
行
乙
里
。

（
第
三
十
八
簡
）

〈
下
〉
夢
見
虎
豹
者
、
見
貴
人
。

（
第
三
十
九
簡
）

〈
下
〉
夢
見
熊
者
、
見
官
長
。

（
第
四
十
簡
）

〈
下
〉
夢
見

者
、
袈
君
為
祟
。

こ
の
よ
う
に
、
横
断
式
に
読
む
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、
す
べ

て
の
竹
簡
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
イ
メ
ー
ジ
の
連
続
性
が
認
め

ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
横
断
式
で
完
璧
に
読
め
る
か

と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て

は
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
、
竹
簡
の
残
り
具
合
で
あ
る
。
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』

に
は
、
竹
簡
背
面
に
劃
痕
や
墨
線
が
な
く
、
竹
簡
配
列
が
確
実
か

ど
う
か
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
四
十
八
簡
が
『
占
夢
書
』
の
す

べ
て
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
全
く
確
証
は
な
い
。
内
容

も
、
一
簡
一
簡
の
独
立
性
が
高
い
の
で
、
仮
に
脱
簡
が
あ
っ
て
も

気
づ
き
に
く
い
性
格
の
文
献
で
あ
る
。
従
っ
て
、
他
に
も
、
本
来

『
占
夢
書
』
と
し
て
配
列
さ
れ
る
残
簡
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
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も
充
分
に
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
第
二
は
、
そ
も
そ
も
厳
密
な
連
続
的
筆
写
が
意
識
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
占
夢
書
の
内
容
が
「
天
」

「
地
」「
人
」
の
三
部
に
大
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
後
世
の

占
夢
書
か
ら
の
推
測
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
『
占
夢
書
』
に
お
い
て
、

そ
う
し
た
整
然
と
し
た
分
類
に
基
づ
く
筆
写
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
所
々

に
連
続
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
緩
や
か
な
内
容

の
連
鎖
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
五
の
問
題
と
し
て
、
占
夢
の
記
述
パ
タ
ー
ン
に
注
目

し
て
み
よ
う
。

こ
の
『
占
夢
書
』
の
記
述
の
パ
タ
ー
ン
は
、
大
き
く
は
、「
夢

象
（
Ａ
）＋
占
断
（
Ｂ
）」
で
あ
る
が
、
細
か
く
言
え
ば
、
次
の
よ

う
に
分
類
で
き
る
。

ま
ず
、「
夢
に
Ａ
を
見
れ
ば
、
Ｂ
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

・
夢
見
Ａ
、
Ｂ

（
第
二
十
二
簡
上
段
）
夢
見
項
（
鴻
）
者
、
有
親
道
遠
所
來
者
。

（
第
二
十
八
簡
下
段
）
夢
見
大
反
兵
・
黍
粟
、
其
占
自
當
也
。

（
第
三
十
簡
下
段
）
夢
見
五
幣
、
皆
為
苛
憂
。

（
第
三
十
一
簡
下
段
）
夢
見
桃
、
為
有
苛
憂
。

（
第
三
十
二
簡
下
段
）
夢
見
李
、
為
復
故
吏
。

（
第
三
十
三
簡
下
段
）
夢
見
豆
、
不
出
三
日
家
（
嫁
）。

（
第
三
十
四
簡
下
段
）
夢
見
棗
、
得
君
子
好
言
。

こ
の
省
略
型
と
言
え
る
の
が
、「
Ａ
を
夢
み
れ
ば
（
あ
る
い
は

夢
に
Ａ
な
れ
ば
）、
Ｂ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・
夢
Ａ
、
Ｂ

（
第
九
簡
下
段
）
夢
夫
婦
相
反
負
者
、
妻
若
夫
必
有
死
者
。

（
第
十
一
簡
下
段
）
夢
歌
於
宮
中
、
乃
有
内
資
。

（
第
十
三
簡
上
段
）
夢
歌
帶
軫
玄
、
有
憂
、
不
然
有
疾
。

（
第
十
五
簡
下
段
）
夢
為
女
子
、
必
有
失
也
、
婢
子
兇
。

（
第
十
八
簡
下
段
）
夢
蛇
入
人
口
、
甧怘
（
舌
）
不
出
、
丈
夫
為

祝
、
女
子
為
巫
。

（
第
十
九
簡
下
段
）
夢
蛇
則
［
封
＋
虫
］（
蜂
）
蠆
赫
（
螫
）

之
、
有
芮
（
退
）
者
。

こ
れ
ら
の
若
干
の
変
形
と
言
え
る
の
が
、「
夢
に
以
て
Ａ
な
れ

ば
、
Ｂ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・
夢
以
Ａ
、
Ｂ

（
第
三
十
一
簡
上
段
）
夢
以
弱
（
溺
）
灑
人
、
得
其
亡
奴
婢
。

（
第
三
十
二
簡
上
段
）
夢
以
泣
灑
人
、
得
其
亡
子
。

た
だ
、
こ
れ
ら
三
者
に
は
、
形
式
上
の
大
差
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
夢
」
字
の
前
に
更
に
語
句
を
置
き
、
夢
を

限
定
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
第
六
簡
・
第
九
簡
・
第

十
五
簡
で
は
、「
春
夢
」「
夏
夢
」「
秋
冬
夢
」
と
季
節
を
限
定
し
、

第
七
簡
で
は
、「
吏
夢
」
と
夢
見
る
主
体
を
限
定
し
て
い
る
。
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・
○
夢
Ａ
、
Ｂ

（
第
六
簡
上
段
）
春
夢
飛
登
丘
陵
、
縁
木
生
長
燔
（
繁
）
華
、

吉
。

（
第
九
簡
上
段
）
春
夏
夢
亡
上
者
、
兇
。

（
第
十
五
簡
上
段
）
秋
冬
夢
亡
於
上
者
、
吉
。
亡
於
下
者
、
兇
。

是
謂
□
兇
。

（
第
七
簡
下
段
）
吏
夢
企
匕
（
上
）、
其
占
□
□

一
方
、
占
断
で
あ
る
Ｂ
の
部
分
に
注
目
す
る
と
、
更
に
、
直
接

吉
凶
を
記
す
も
の
と
、
吉
凶
の
具
体
的
内
容
を
記
す
も
の
と
に
区

分
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

直
接
吉
凶
を
記
す
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る

が
、
少
数
派
で
あ
る
。

（
第
六
簡
上
段
）
春
夢
飛
登
丘
陵
、
縁
木
生
長
燔
（
繁
）
華
、

吉
。

（
第
九
簡
上
段
）
春
夏
夢
亡
上
者
、
兇
。

（
第
十
簡
上
段
）
夢
亡
下
者
、
吉
。

（
第
九
簡
上
段
）
春
夏
夢
亡
上
者
、
兇
。

（
第
十
五
簡
上
段
）
秋
冬
夢
亡
於
上
者
、
吉
。
亡
於
下
者
、
兇
。

是
謂
□
兇
。

こ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
吉
凶
の
具
体
的
内
容
を
記
す
も
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
Ａ
、
Ｂ
の
パ
タ
ー
ン
は
整
理
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
な
お
例
外
と
し
て
、
冒
頭
に
「
夢
」
字
が
見
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
が
、
多
く

は
、「
夢
」
字
を
補
え
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第
一
は
、
整
理
者
が
、
竹
簡
の
欠
損
部
に
「
夢
」
字
が
あ
っ
た

と
し
て
、
原
釈
文
に
「
夢
」
字
を
補
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も

し
こ
の
通
り
に
「
夢
」
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
右

の
「
夢
見
Ａ
、
Ｂ
」
と
同
一
パ
タ
ー
ン
と
な
る
。

・
十
一
簡
上
段
「［
夢
］
見
□
雲
」

・
十
八
簡
上
段
「［
夢
］
□
産
毛
者
」

・
二
十
三
簡
上
段
「［
夢
］
□
其
腹
」

・
二
十
四
簡
上
段
「［
夢
］
市
人
」

・
四
十
三
簡
上
段
「［
夢
］
見
□
□
、
竈
欲
食
」

・
四
十
四
簡
下
段
「［
夢
見
］
彭
者
」

・
四
十
五
簡
上
段
「［
夢
見
］
□
□
、
大
父
欲
食
」

・
四
十
六
簡
上
段
「［
夢
］
見
馬
者
」

第
二
は
、
整
理
者
は
、「
夢
」
字
を
補
っ
て
い
な
い
が
、
竹
簡

冒
頭
の
欠
損
部
に
「
夢
」
字
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
十
二
簡
上
段
「
□
□
叟
晝
…
…
」

・
十
四
簡
上
段
「
□
□
□
□
將
發
」

・
二
十
一
簡
上
段
「
□
□
□
者
、
□
入
寒
秋
」

・
三
十
簡
上
段
「
□
□
□
□
□
□
為
大
壽
」
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・
四
十
七
簡
上
段
「
□
□
□
中
有
五
□
為
」

竹
簡
の
残
欠
に
よ
り
、
何
字
分
の
文
字
が
欠
損
し
て
い
る
の
か

判
然
と
し
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、「
夢
」
字
の
あ
る

可
能
性
を
一
応
考
慮
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

も
右
の
「
夢
見
Ａ
、
Ｂ
」
や
「
夢
Ａ
、
Ｂ
」
と
同
一
パ
タ
ー
ン
と

な
る
。

第
三
は
、
整
理
者
は
、
竹
簡
の
欠
損
と
「
夢
」
字
と
を
認
定
し

て
い
な
い
が
、
図
版
を
確
認
す
る
と
竹
簡
冒
頭
に
欠
損
が
あ
り
、

そ
こ
に
「
夢
」
字
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

該
当
す
る
の
は
、
第
三
十
七
簡
上
段
の
「
其
兵
卒
不
占
」
で
あ

る
。
こ
の
竹
簡
は
上
端
が
わ
ず
か
に
欠
損
し
て
お
り
、
他
の
簡
と

の
比
較
か
ら
、「
其
」
の
前
に
も
う
一
～
二
字
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
に
「
夢
」
字
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

な
お
、
最
終
簡
の
四
十
八
簡
「
不
占
」（
以
下
、
留
白
）
は
、

上
端
が
わ
ず
か
に
欠
損
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
こ
に

文
字
が
入
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
あ

る
い
は
、
他
の
竹
簡
（
残
簡
）
の
下
端
か
ら
文
意
が
接
続
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
。
陳
偉
氏
は
、
こ
の
竹
簡
に
つ
い
て
、
本
来

『
占
夢
書
』
の
序
論
に
接
続
す
る
竹
簡
だ
っ
た
と
推
測
す
る
（
注
8
）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
竹
簡
だ
け
は
唯
一
、「
夢
」
字
が
あ
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
簡
で
あ
る
。
陳
松
長
氏
も
、
こ
の
取
り
扱
い

に
困
っ
て
最
後
に
仮
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
9
）
。

以
上
、
占
夢
の
記
述
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
若
干

の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
、
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
占
夢
書
』
と
し
て
明
確
な
体
裁

を
整
え
た
書
物
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

四
、『
占
夢
書
』
の
思
想
史
的
位
置

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
『
占
夢
書
』
は
、
中
国
の
占
夢
書
の
歴

史
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
敦
煌
本
『
新
集
周
公

解
夢
書
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
古
代
の
ま
と
ま
っ
た

占
夢
書
と
し
て
、
敦
煌
本
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
が
注
目
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
時
代
は
相
当
異
な
る
が
、
こ
の
両
者
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
の
特
色
を
探
っ
て
み

よ
う
。

ま
ず
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
序
論
部
分
の
論
理
の
違
い
で

あ
る
。『
新
集
周
公
解
夢
書
』
で
は
約
百
五
十
字
か
ら
成
る
序
文

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
夢
の
発
生
原
因
が
「
夢
是
神
游
、
依
附
彷
彿

（
夢
は
是
れ
神
游
、
依
附
し
彷
彿
た
り
）」（
睡
眠
中
の
精
神
が
肉

体
を
離
れ
て
浮
遊
し
、
他
の
事
物
を
見
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夢

が
生
ず
る
）
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、
後
半
部
で
は
、
夢
の
意
義
・
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結
果
に
つ
い
て
、「
善
夢
宜
説
、
惡
夢
理
之
。
夫
夢
見
好
夢
即
喜
、

惡
夢
即
憂
。
若
何
。
智
者
解
之
、
惡
夢
即
吉
、
向
愚
人
説
之
、
好

夢
變
為
凶
也
（
善
夢
は
宜
し
く
説
ぶ
べ
く
、
悪
夢
は
之
を
理お

さ

む
べ

し
。
夫
れ
夢
に
好
夢
を
見
れ
ば
即
ち
喜
び
、
悪
（
し
き
こ
と
を
見

れ
ば
）
即
ち
憂
う
。
若
何
。
智
者
之
を
解
す
れ
ば
、
悪
夢
も
即
ち

吉
（
と
な
り
）、
愚
人
に
向
か
い
て
之
を
説
け
ば
、
好
夢
も
変
じ

て
凶
と
為
る
な
り
）」
と
説
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
比
較
的
単
純
に

夢
が
「
好
夢
」「
悪
夢
」
に
二
分
さ
れ
、
ま
た
そ
の
好
・
悪
は
決

定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
解
す
る
人
間
に
よ
っ
て
変
化
し

う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
夢
自
体
よ
り
も
、
夢
見
た
後
の
人
為
が
問

題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
道
徳
的
と
も
言
う
べ
き

夢
観
は
、『
太
平
御
覧
』
引
く
『
夢
書
』
佚
文
や
王
符
『
潜
夫
論
』

夢
列
篇
等
に
も
見
ら
れ
る
（
注
10
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
の
序
論
該
当
部
分

（
第
一
簡
～
第
五
簡
）
は
、
夢
と
日
時
・
天
候
な
ど
と
の
関
係
を

ま
ず
重
視
し
、
占
い
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
（
注
11
）
。

【
１
】
若
晝
夢
亟
發
、
不
得
其
日
、
以
來
為
日
、
不
得
其

時
、
以
來
為
時
。
醉
飽
而
夢
、
雨
、
變
氣
不
占
。
晝
言
而
莫

（
暮
）
夢
之
、
有
〼
【
２
】
□
□
□
□
□
□
始
□
□
之
時
、

亟
令
夢
先
。
春
曰
發
時
、
夏
曰
陽
、
秋
曰
閉
、
冬
曰
臧

（
藏
）。
占
夢
之
道
、
必
順
四
時
而
豫
【
３
】
其
類
。
毋
失
四

時
之
所
宜
。
五
分
日
、
三
分
日
夕
、
吉
凶
有
節
、
善
羛
（
義
）

有
故
。
甲
乙
夢
、
開
臧
事
也
。
丙
丁
夢
、
憂
也
。【
４
】
戊

己
夢
、
語
言
也
。
庚
辛
夢
、
喜
也
。
壬
癸
夢
、
生
事
也
。
甲

乙
夢
伐
木
、
吉
。
丙
丁
夢
失
火
高
陽
、
吉
。
戊
己
［
夢
］

【
５
】
宮
事
、
吉
。
庚
辛
夢
［
攻
］
山
鑄
（
鐘
）、
吉
。
壬
癸

夢
行
川
爲
橋
、
吉
。
晦
而
夢
三
年
至
、
夜
半
夢
者
二
年
而

至
、
鶏
鳴
夢
者
［
一
年
而
至
］。

若
し
昼
の
夢
亟

し
ば
し
ば

発
し
て
、
其
の
日
を
得
ざ
れ
ば
、
来
る

を
以
て
日
と
為
し
、
其
の
時
を
得
ざ
れ
ば
、
来
る
を
以
て
時

と
為
せ
。
酔
飽
し
て
夢
み
、
雨
ふ
り
、
変
気
な
れ
ば
、
占
わ

ず
。
…
…

春
は
発
時
と
曰
い
、
夏
は
陽
と
曰
い
、
秋
は
閉
と
曰
い
、

冬
は
蔵
と
曰
う
。
占
夢
の
道
は
、
必
ず
四
時
に
順
い
て
其
の

類
に
豫し

た
がう

。
其
の
四
時
の
宜
し
く
す
る
所
を
失
う
こ
と
毋
か

れ
。日

を
五
分
し
、
夕
を
三
分
し
、
吉
兇
に
節
有
り
、
善
邪
に

故
有
り
。
甲
乙
の
夢
は
蔵
事
を
開
く
な
り
。
丙
丁
の
夢
は
憂

う
る
な
り
。
戊
己
の
夢
は
語
言
す
る
な
り
。
庚
辛
の
夢
は
喜

ぶ
な
り
。
壬
癸
の
夢
は
事
を
生
ず
る
な
り
。
甲
乙
、
夢
に
木

を
伐
れ
ば
、
吉
。
丙
丁
、
夢
に
高
陽
に
失
火
す
る
は
、
吉
。

戊
己
、
宮
事
を
夢
み
れ
ば
、
吉
。
庚
辛
、
夢
に
山
を
攻
め
て

鐘
を
鋳
れ
ば
、
吉
。
壬
癸
、
夢
に
川
に
行
き
て
橋
を
為
れ

ば
、
吉
。
晦
く
し
て
夢
み
れ
ば
三
年
に
し
て
至
り
、
夜
半
に
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夢
み
れ
ば
二
年
に
し
て
至
り
、
鶏
鳴
に
夢
み
れ
ば
一
年
に
し

て
至
る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
、
天
候
や
日
時
に
留
意

し
て
占
夢
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
雨
」
の
時
や

「
変
気
」（
異
常
気
象
）
の
時
の
夢
は
占
い
の
対
象
に
し
な
い
と
い

う
。
ま
た
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
ご
と
の
夢
を
区
別
し
た
上
で
、
そ

の
四
時
に
従
っ
て
占
断
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
占
夢
の
時
が
「
日
（
昼
）」
と
「
夕
」
と
に
区
分
さ
れ

て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。『
左
伝
』
昭
公
五
年
に
「
日
之
數
十
」、

そ
の
杜
預
注
に
「
甲
至
癸
」
と
、
一
日
を
十
干
で
分
割
す
る
説
は

見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
「
日
（
昼
）」
と
「
夕
」

と
を
区
分
し
た
上
で
、「
日
」
を
「
五
分
」
し
、
そ
れ
を
「
甲
乙
」

「
丙
丁
」「
戊
己
」「
庚
辛
」「
壬
癸
」
の
十
干
の
組
み
合
わ
せ
で
表

示
す
る
と
と
も
に
、「
夕
」
を
「
晦
」「
夜
半
」「
鶏
鳴
」
に
三
分

す
る
と
い
う
例
は
、
他
に
見
ら
れ
な
い
。
先
述
の
通
り
、
睡
虎
地

秦
墓
竹
簡
「
日
書
」
乙
種
の
「
夢
」
で
は
、「
甲
乙
」「
丙
丁
」

「
戊
己
」「
庚
辛
」「
壬
癸
」
の
夢
を
計
五
条
列
挙
す
る
。
こ
れ
ら

は
恐
ら
く
、
夢
見
た
日
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
十
干
を
使
用

す
る
と
い
う
点
で
は
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
と
も
類
似
す
る

が
、
一
日
（
昼
）
を
五
分
割
し
た
も
の
で
は
な
い
点
が
異
な
る
。

一
方
、
一
日
（
昼
）
を
五
分
割
す
る
も
の
と
し
て
は
、
放
馬
灘

秦
簡
「
日
書
」
の
「
禹
須
臾
所
以
見
人
日
」
篇
に
、「
旦
」「
安

食
」「
日
中
」「
日
失
」「
夕
日
」
と
あ
り
、
ま
た
、
睡
虎
地
秦
墓

竹
簡
「
日
書
」
甲
種
の
「
吏
」
篇
に
「
朝
」「
晏
」「
昼
」「
虒
日
」

「
夕
」
と
見
え
る
が
、
干
支
や
夢
と
の
関
係
は
示
さ
れ
な
い
。

な
お
、
十
干
に
よ
っ
て
日
を
示
す
例
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
包

山
楚
簡
「
卜
筮
祭
禱
簡
」
第
十
一
組
（
二
二
〇
号
簡
）
に
「
庚
辛

に
間
あ
り
」（
庚
・
辛
の
日
に
病
気
は
小
康
を
得
る
）、
睡
虎
地
秦

墓
竹
簡
「
日
書
」
甲
種
の
「
病
」
篇
に
、「
甲
乙
」（
木
）、「
丙

丁
」（
火
）、「
戊
己
」（
土
）、「
庚
辛
」（
金
）、「
壬
癸
」（
水
）

と
、
五
行
に
組
み
合
わ
せ
て
日
を
表
示
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

夢
と
の
関
係
は
説
か
れ
な
い
（
注
12
）
。

こ
の
よ
う
に
、
類
似
の
表
現
は
多
々
見
ら
れ
る
も
の
の
、
岳
麓

秦
簡
『
占
夢
書
』
の
占
夢
理
論
は
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
日
時
や

天
候
に
留
意
す
る
と
い
う
点
で
は
、「
占
夢
掌
其
歲
時
、
觀
天
地

之
會
、
辨
陰
陽
之
氣
、
以
日
月
星
辰
占
六
夢
之
吉
凶
」（『
周
礼
』

春
官
・
占
夢
）
と
す
る
『
周
礼
』
の
夢
観
に
類
似
す
る
と
言
え
よ

う
。『
周
礼
』
に
よ
れ
ば
、
古
代
の
王
制
下
で
は
、「
占
夢
」
の
官

が
配
置
さ
れ
、
天
文
気
象
等
に
留
意
し
つ
つ
王
の
見
た
夢
に
つ
い

て
占
断
を
下
し
て
い
た
と
い
う
。
天
文
と
占
夢
と
が
密
接
な
関
係

に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
性
格
を
岳
麓

秦
簡
『
占
夢
書
』
も
一
部
備
え
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。

次
に
、
夢
の
配
列
と
分
類
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。『
新

集
周
公
解
夢
書
』
は
、
序
文
の
後
、
本
文
が
「
天
文
章
」「
地
理
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章
」「
山
林
草
木
章
」
な
ど
全
二
十
三
章
に
整
然
と
分
類
さ
れ
て

い
る
（
注
13
）
。
こ
う
し
た
分
類
は
、
魏
晋
以
降
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
類
書
の
分
類
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、『
北
堂
書
鈔
』
は
、
完
本
と
し
て
現
存
す
る
中
国
最

古
の
類
書
で
あ
る
が
、
そ
の
分
類
は
、
帝
王
、
后
紀
、
政
術
、
刑

法
、
封
爵
、
設
官
、
礼
儀
、
芸
文
、
楽
、
武
功
、
衣
冠
、
儀
飾
、

服
飾
、
舟
、
車
、
酒
食
、
天
、
歳
時
、
地
、
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
芸
文
類
聚
』
は
、「
天
部
」「
歳
時
部
」「
地
部
」
に
始

ま
り
、「
獣
部
」「
鱗
介
部
」「
蟲
豸
部
」「
祥
瑞
部
」「
災
異
部
」

に
終
わ
り
、
そ
の
巻
数
は
ち
ょ
う
ど
百
巻
で
あ
る
。『
初
学
記
』

も
同
様
に
「
天
部
」「
歳
時
部
」「
地
部
」
か
ら
「
獣
部
」「
鳥
部
」

ま
で
、
全
体
を
二
十
三
の
部
門
に
分
け
、
三
一
三
の
子
目
に
分
け

る
。
以
降
も
大
量
に
生
産
さ
れ
る
各
時
代
の
類
書
で
も
、
概
ね
天

地
人
の
分
類
・
配
列
を
行
っ
て
い
る
（
注
14
）
。

明
ら
か
に
、『
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
構
成
は
、
こ
う
し
た
類

書
の
分
類
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
に
は
、
章
題
も
明
確
な
分
類
も
見
ら

れ
ず
、
ま
だ
そ
う
し
た
整
然
と
し
た
部
分
け
は
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
に
、
悪
夢
へ
の
対
応
と
い
う
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

く
。『
新
集
周
公
解
夢
書
』
に
は
、
末
尾
の
二
つ
の
章
に
、「
悪
夢

為
無
禁
忌
等
章
」（
悪
夢
避
け
と
な
る
二
十
の
禁
忌
を
記
す
）、

「
猒
攘
悪
夢
章
」（
見
て
し
ま
っ
た
悪
夢
を
払
う
方
法
を
記
す
）
が

あ
り
、「
猒
攘
悪
夢
章
」
末
尾
に
は
呪
符
も
附
記
さ
れ
て
い
る
。

悪
夢
へ
の
対
応
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ

は
、
呪
文
や
呪
符
に
よ
り
悪
事
を
払
う
と
い
う
道
教
儀
礼
の
影
響

を
強
く
受
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
に
は
、「
悪
夢
」
と
表
記
す
る
例
は

見
ら
れ
ず
、「
不
占
」
と
い
う
場
合
も
、
先
述
の
通
り
、
飲
酒
時

や
異
常
な
天
候
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。

も
っ
と
も
、『
占
夢
書
』
に
も
、「
門
」（
第
十
四
簡
）、「
行
」

（
第
十
四
簡
、
第
四
十
二
簡
）「
傷
（
殤
）」（
第
四
十
一
簡
）、「
明

（
盟
）」（
同
）、「
癘
（
厲
）」（
同
）、「
租
（
詛
）」（
同
）
な
ど
鬼

神
・
神
名
が
登
場
す
る
（
神
が
祭
祀
を
欲
し
て
い
る
と
い
う
占
断

が
記
さ
れ
る
）
場
合
が
あ
り
、「
祟
」
が
あ
る
と
の
占
断
が
記
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
（
第
十
四
簡
、
第
四
十
簡
）。
ま
た
、
睡
虎
地

秦
墓
竹
簡
「
日
書
」
で
も
、
前
記
の
通
り
、
悪
夢
へ
の
対
応
が
説

か
れ
る
例
が
あ
っ
た
。「
悪
夢
」
自
体
は
、
必
ず
し
も
道
教
の
影

響
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
古
く
か
ら
意
識
さ
れ
て
き
た
内
容
か
も

知
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
に
は
、「
悪
夢
」
と

明
記
す
る
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
悪
夢
を
払
う
と
い
う
内
容
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
道
教
の
影
響
が
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
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最
後
に
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
の
思
想
史
的
位
置
を
ま
と
め

て
お
き
た
い
。
こ
の
『
占
夢
書
』
は
、
時
代
的
に
も
、
思
想
的
に

も
、『
周
礼
』
に
見
え
る
よ
う
な
古
代
の
夢
観
・『
占
夢
書
』
と
、

類
書
や
道
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
敦
煌
本
『
新

集
周
公
解
夢
書
』
と
の
間
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
。
天
候
や
日

時
に
配
慮
し
た
占
夢
に
は
『
周
礼
』
的
な
要
素
が
見
ら
れ
る
と
言

え
る
が
、
一
方
で
、
個
物
を
主
体
に
夢
象
が
記
さ
れ
る
点
は
、
類

書
的
分
類
を
示
す
後
世
の
『
夢
書
』
の
性
格
を
す
で
に
先
取
り
し

て
い
た
と
も
言
え
る
。

で
は
、「
日
書
」
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
は
、

夢
を
占
う
と
い
う
点
で
類
似
す
る
が
、
そ
の
構
成
や
分
量
に
明
ら

か
な
相
違
が
あ
る
。「
日
書
」
は
、
あ
く
ま
で
様
々
な
占
い
の
中

の
一
つ
と
し
て
夢
に
注
目
し
た
ま
で
で
あ
り
、『
占
夢
書
』
は
、

そ
の
序
論
部
分
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
占
夢
の
理
論
を
説
く
こ
と

に
意
を
注
い
で
お
り
、
加
え
て
、
具
体
的
な
夢
象
・
占
断
を
総
合

的
に
記
述
す
る
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
睡
虎
地
秦
墓
竹

簡
「
日
書
」
の
「
夢
」
篇
な
ど
が
分
岐
し
て
『
占
夢
書
』
と
な
っ

た
の
で
は
な
く
、『
占
夢
書
』
は
「
日
書
」
と
一
部
性
格
を
共
有

し
な
が
ら
も
、
系
統
を
別
に
し
て
成
立
・
展
開
し
て
い
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

結　
　

語

以
上
、
本
稿
で
は
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
に
つ
い
て
基
礎
的

な
検
討
を
加
え
て
き
た
。『
占
夢
書
』
は
、
現
存
最
古
の
占
夢
書

で
あ
り
、
思
想
史
的
に
は
、
後
の
占
夢
書
の
先
駆
と
も
言
え
る
性

格
を
備
え
て
い
た
。
序
論
部
分
に
占
夢
の
理
論
を
記
述
し
、
ま

た
、
夢
象
の
内
容
に
基
づ
き
個
々
に
占
断
を
下
し
て
い
る
点
は
、

占
夢
書
と
し
て
の
体
裁
を
明
確
に
備
え
て
い
た
と
評
価
で
き
よ

う
。そ

れ
で
は
、
こ
の
『
占
夢
書
』
が
岳
麓
秦
簡
に
含
ま
れ
て
い
た

点
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
岳

麓
秦
簡
は
、
そ
の
出
土
地
が
明
確
で
は
な
く
、
所
収
文
献
す
べ
て

が
同
一
墓
か
ら
の
出
土
資
料
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
。
た
だ
、
仮
に
同
一
墓
か
ら
の
出
土
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

こ
に
一
定
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
岳
麓
秦
簡

に
は
、
こ
の
『
占
夢
書
』
の
他
、『
質
日
』（
暦
譜
）、『
為
吏
治
官

及
黔
首
』（
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
に
類
似
す
る
内
容
）、

『
数
』
書
（
古
代
に
お
け
る
数
術
を
記
す
も
の
）、『
奏
讞
書
』『
秦

律
雑
抄
』『
秦
令
雑
抄
』（
秦
の
法
律
関
係
文
書
）
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、「
技
術
書
」
と
し
て
の
性

格
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
に
最
も
類
似
し
て
お
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り
、
墓
主
を
推
測
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
も
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、『
占
夢
書
』
も
、
単
な
る
個
人
の
趣
味
や
秘
術
と
し

て
で
は
な
く
、
吏
が
携
帯
す
べ
き
技
術
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
人
々
は
、
夢
に
一
喜
一
憂
し
た
。
我
々
が
想
像

す
る
以
上
に
、
夢
は
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
現

場
で
統
治
に
当
た
る
役
人
は
、
民
の
習
俗
や
迷
信
に
も
配
慮
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
占
夢
も
、
有
力
な
統
治
技
術
の
一
つ
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

注

（
１
）『
晏
子
春
秋
』
内
篇
雑
下
に
は
、
斉
の
景
公
と
晏
子
、
占
夢
者
の
三
者

が
登
場
す
る
故
事
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
景
公
病
水
、
臥
十
數
日
、

夜
瞢
與
二
日
鬪
、
不
勝
。
晏
子
朝
、
公
曰
、「
夕
者
瞢
與
二
日
鬪
、
而
寡

人
不
勝
、
我
其
死
乎
」。
晏
子
對
曰
、「
請
召
占
瞢
者
」。
出
于
閨
、
使
人

以
車
迎
占
瞢
者
。
至
曰
、「
曷
為
見
召
」。
晏
子
曰
、「
夜
者
、
公
瞢
二
日

與
公
鬪
、
不
勝
。
公
曰
、『
寡
人
死
乎
』。
故
請
君
占
瞢
、
是
所
為
也
」。

占
瞢
者
曰
、「
請
反
具
書
」。
晏
子
曰
、「
毋
反
書
。
公
所
病
者
、
陰
也
、

日
者
、
陽
也
。
一
陰
不
勝
二
陽
、
故
病
將
已
。
以
是
對
」。
占
瞢
者
入
、

公
曰
、「
寡
人
瞢
與
二
日
鬪
而
不
勝
、
寡
人
死
乎
」。
占
瞢
者
對
曰
、「
公

之
所
病
、
陰
也
、
日
者
、
陽
也
。
一
陰
不
勝
二
陽
、
公
病
將
已
」。
居
三

日
、
公
病
大
愈
、
公
且
賜
占
瞢
者
。
占
瞢
者
曰
、「
此
非
臣
之
力
、
晏
子

教
臣
也
」。
公
召
晏
子
、
且
賜
之
。
晏
子
曰
、「
占
瞢
者
以
占
之
言
對
、

故
有
益
也
。
使
臣
言
之
、
則
不
信
矣
。
此
占
瞢
之
力
也
、
臣
無
功
焉
。」

公
兩
賜
之
、
曰
、「
以
晏
子
不
奪
人
之
功
、
以
占
瞢
者
不
蔽
人
之
能
」。

晏
子
の
智
恵
を
顕
彰
す
る
の
が
主
題
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
、
景
公

お
抱
え
の
占
夢
者
と
、
そ
の
占
夢
者
が
参
照
し
よ
う
と
し
た
占
夢
書
の

存
在
が
う
か
が
え
る
。

（
２
）
敦
煌
本
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
夢
の

書
の
行
方
─
敦
煌
本『
新
集
周
公
解
夢
書
』の
研
究
─
」（『
待
兼
山
論
叢
』

第
二
十
九
号
哲
学
篇
、一
九
九
五
年
）、お
よ
び
鄭
炳
林
・
羊
萍
編
著
『
敦

煌
本
夢
書
』（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
な
お
、
こ
こ

で
言
う
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
と
は
、
ペ
リ
オ
３
９
０
８
号
と
し
て
整

理
さ
れ
て
い
る
敦
煌
文
書
で
あ
る
が
、こ
れ
と
は
別
に
、敦
煌
文
書
に
は
、

ス
タ
イ
ン
５
９
０
０
号
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
『
新
集
周
公
解
夢
書

残
巻
』
や
ペ
リ
オ
３
２
８
１
号
の
『
周
公
解
夢
書
残
巻
』
な
ど
も
あ
る
。

（
３
）
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
［
貳
］』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
参
照
。

（
４
）
以
下
、引
用
は
、睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』

（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
る
。
な
お
以
下
、
原
文
を
引
用
す

る
際
、
技
術
的
な
問
題
に
よ
り
本
稿
で
表
示
で
き
な
い
難
字
に
つ
い
て

は
、［
○
＋
△
］
の
よ
う
に
分
解
し
て
表
示
す
る
場
合
が
あ
る
。

（
５
）
こ
の
学
術
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
国
出
土
文
献
研
究
会
「
中

国
新
出
簡
牘
学
術
調
査
報
告
─
上
海
・
武
漢
・
長
沙
─
」（『
中
国
研
究
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集
刊
』
第
五
十
五
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
な
お
、
そ
の
後
、
陳
松

長
氏
は
、「
嶽
麓
秦
簡
《
占
夢
書
》
的
結
構
略
説
」（《
国
際
簡
牘
学
会
会

刊
》
第
七
号
、二
〇
一
三
年
二
月
）
に
お
い
て
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に
し
、

岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
は
、（
一
）
夢
理
論
の
部
分
（
冒
頭
の
竹
簡
五
枚
）、

（
二
）
夢
占
に
関
わ
る
内
容
（
竹
簡
三
十
五
枚
、
概
ね
天
地
人
の
配
列
）、

（
三
）
神
霊
祭
祀
に
関
す
る
夢
占
の
内
容
（
末
尾
の
六
簡
）、
の
三
部
か

ら
な
る
と
整
理
し
て
い
る
。

（
６
）
以
下
、
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
岳
麓

書
院
蔵
秦
簡
〔
壹
〕』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
に

よ
る
。（　

）
内
の
文
字
は
、
原
釈
文
が
字
形
の
類
似
な
ど
を
理
由
に
改

め
て
い
る
も
の
、
□
は
竹
簡
欠
損
に
よ
り
読
み
取
れ
な
い
文
字
。［　

］

は
竹
簡
欠
損
部
分
に
推
測
に
よ
っ
て
文
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、〈
上
〉〈
下
〉
は
そ
れ
ぞ
れ
竹
簡
の
上
段
、下
段
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
７
）
原
釈
文
は
文
字
欠
損
と
し
て
□
記
号
を
入
れ
る
。
直
後
の
占
断
の
言

葉
か
ら
、
こ
こ
に
は
、「
田
」
字
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。

（
８
）
陳
偉
「《
占
夢
書
》
一
五
二
五
號
等
簡
的
編
連
問
題
」（
簡
帛
網
、
二

〇
一
一
年
四
月
九
日
）
は
、
次
の
よ
う
に
竹
簡
を
再
配
列
す
る
。「
…
…

若
晝
夢
亟
發
、
不
得
其
日
、
以
來
爲
日
。
不
得
其
時
、
以
來
爲
時
。
醉

飽
而
夢
、
雨
、
變
氣
、
不
占
。
晝
言
而
莫
夢
之
、
有
〼
不
占
」。

（
９
）
注
５
前
掲
の
陳
松
長
氏
論
考
参
照
。

（
10
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注
２
前
掲
の
拙
稿
参
照
。

（
11
）
記
号
に
つ
い
て
は
、前
記
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。【　

】
内
の
数
字
は
、

竹
簡
番
号
、［　

］
の
文
字
は
、
欠
損
箇
所
を
推
測
に
よ
り
補
っ
た
も
の
。

□
は
竹
簡
残
欠
に
よ
り
不
明
の
文
字
。（　

）
内
の
文
字
は
、
字
形
の
類

似
か
ら
読
み
替
え
た
も
の
、
で
あ
る
。

（
12
）
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、工
藤
元
男
『
占
い
と
中
国
古
代
の
社
会
』

（
東
方
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
13
）『
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
分
章
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
天
文
章
、
地
理

章
、
山
林
草
木
章
、
水
火
盗
賊
章
、
官
禄
兄
弟
章
、
人
身
梳
鏡
章
、
飲

食
章
、
仏
道
音
楽
章
、
荘
園
田
宅
章
、
衣
服
章
、
六
畜
禽
獣
章
、
龍
蛇
章
、

刀
剣
弓
弩
章
、
夫
婦
花
粉
章
、
楼
閣
家
具
銭
帛
章
、
舟
車
橋
市
穀
（
物
）

章
、
生
死
疾
病
章
、
冢
墓
棺
材
凶
具
章
、
十
二
支
日
得
夢
章
、
十
二
時

得
夢
章
、
建
除
満
日
得
夢
章
、
悪
夢
為
無
禁
忌
等
章
、
猒
攘
悪
夢
章
。

（
14
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
故
事
成
語
の
誕
生
と
変
容
』（
角
川
学
芸

出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
の
附
録
「
主
要
類
書
解
説
」
参
照
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
十
一
日
、
香
港
城
市
大
学
で
開
催
さ

れ
た
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
に
お
け
る
筆
者
の
口
頭
発
表「
岳
麓
秦
簡『
占

夢
書
』
研
究
」
に
基
づ
き
、加
筆
修
訂
を
加
え
て
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
研
究
は
、
平
成
二
十
一
年
度
～
二
十
五
年
度
、
日
本
学
術
振
興
会

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総
合
的
研

究
」（
研
究
代
表
者
、
湯
浅
邦
弘
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（ 115 ）




